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(57)【要約】
【課題】振動等により光学シートが面方向へ移動するこ
とがあっても液晶パネル裏側の偏光板の周縁が光学シー
トの表面を擦るのを防ぐことができる液晶表示装置を提
供する。
【解決手段】表側に表示面１ａを有し、裏側に偏光板１
ｃを有する液晶パネル１の裏側に、光源部５が発光した
光を液晶パネル１へ入射させる光学シート３と、光学シ
ート３の周縁部を支持するシート支持部２２ｃ及び光学
シート３の面方向への移動を規制する規制部２２ｂを有
する後保持枠体２２とを備え、偏光板１ｃを、少なくと
も規制部２２ｂに対応する箇所に周縁を配する表面積に
形成してある構成とすることにより、偏光板１ｃの周縁
が光学シート３の表面を擦るのを防ぐことができるよう
にした。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表側に表示面を有し、裏側に偏光板を有する液晶パネルの裏側に、光源が発光した光を
前記液晶パネルへ入射させる光学シート、及び該光学シートの周縁部を支持する支持体を
備える液晶表示装置において、前記偏光板は、該偏光板の周縁部を前記光学シートの周縁
より外側に配してあることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記支持体は、前記光学シートの面方向への移動を規制する規制部を有し、前記偏光板
は、少なくとも前記規制部に対応する箇所に周縁を配することが可能な表面積を有する請
求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記支持体は、前記光学シートの周縁部を支持するシート支持部と、該シート支持部の
外縁から前記液晶パネル側へ偏倚し、該液晶パネルの周縁部を支持するパネル支持部とを
一体に成形してあり、前記偏光板は、前記パネル支持部に周縁を配することが可能な表面
積を有する請求項１記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶パネルの裏側に光学シートを配してある液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、前側に表示面を有し直方体をなす液晶パネルと、該液晶パネルの後側
に配され、光源部が発光した光を前記液晶パネルへ入射させる光学シートと、該光学シー
トの裏側に配される光源部とを備え、該光源部に光学シートの周縁部を支持してある（例
えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　液晶パネルは前後側に偏光板が貼着されており、周縁部が保持枠体により保持され、該
保持枠体が光源部に取付けられている。
【０００４】
　光源部は前側が開放されているケース体と、該ケース体内に上下に離隔して並置される
複数のランプと、該ランプの両端部を保持し、シート支持部を有する二つのランプホルダ
と、ランプホルダ間に配され、シート支持部を有する二つのシート受体とを備え、前記シ
ート支持部夫々に光学シートの周縁部が載置支持されている。
【０００５】
　光学シートは光源部が発光した光を拡散する反射偏光板、プリズムシート、拡散シート
等の比較的薄肉の合成樹脂シートが積層された積層体であり、比較的厚肉の拡散板を介し
て前記シート支持部に支持される。因って、ランプ点灯時の温度上昇により光学シートは
熱膨張する。この熱膨張により光学シートにシワ、シミが発生しないようにすべく、前記
シート支持部は光学シートの面方向への移動を許容するように形成されている。また、合
成樹脂シート製の光学シートは傷が付き易いため、光学シートと液晶パネルとの間にスペ
ーサ部材を介在し、液晶パネルに対して光学シートが面方向へ移動する際、液晶パネルの
裏面が光学シートと接触しないように構成されている。
【０００６】
　また、液晶表示装置は、前後側に偏光板が貼着されている液晶パネルの周縁部を支持す
るパネル支持部と、該パネル支持部の内縁から後側へ偏倚し、光学シートの周縁部を支持
するシート支持部とを有する保持フレームを備え、液晶パネルの周縁部後面が両面テープ
によりパネル支持部に保持され、光学シートが拡散板を介してシート支持部に面方向への
移動を可能に載置支持され、液晶パネルの後面を光学シートに接触させることにより液晶
表示装置の前後厚さを薄くするように構成されている（例えば、特許文献２参照）。前記
シート支持部は、光学シートの面方向への移動を規制する規制部を有し、液晶パネルの後
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側の偏光板は、光学シートの周縁より面方向中央側に周縁を配する表面積に形成されてい
る。
【特許文献１】特開２００６－２３５４２５号公報
【特許文献２】特開２００２－３１７９１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところが、特許文献１のように構成された従来の液晶表示装置は、光学シートと液晶パ
ネルとの間にスペーサ部材が介在されているため、液晶表示装置の薄型化が制限されると
いう問題がある。また、特許文献２のように構成された従来の液晶表示装置は、液晶パネ
ルの裏面が光学シートに接触し、液晶パネル及び光学シート間に隙間がないため、液晶表
示装置を薄型化することができる。しかし、搬送時の振動等により液晶パネル及び保持フ
レームに対して光学シートが面方向へ移動するとき、光学シートが液晶パネル後側の偏光
板の周縁と擦れて、光学シートの表面に傷付きが発生し易く、傷付きにより擦傷粉が発生
するという問題がある。
【０００８】
　本発明は斯かる事情に鑑みてなされたものであり、主たる目的は液晶パネル裏側の偏光
板の周縁部を光学シートの周縁より外側に配することにより、光学シートが液晶パネル裏
側の偏光板の周縁と擦れる部分を低減し、振動等により光学シートが面方向へ移動するこ
とがあっても偏光板の周縁が光学シートの表面を擦るのを防ぐことが可能な液晶表示装置
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る液晶表示装置は、表側に表示面を有し、裏側に偏光板を有する液晶パネル
の裏側に、光源が発光した光を前記液晶パネルへ入射させる光学シート、及び該光学シー
トの周縁部を支持する支持体を備える液晶表示装置において、前記偏光板は、該偏光板の
周縁部を前記光学シートの周縁より外側に配してあることを特徴とする。
【００１０】
　この発明にあっては、搬送時の振動等により光学シートが面方向へ移動する際、該光学
シートが液晶パネル裏側の偏光板の周縁と擦れる部分をなくし得るので、偏光板の周縁が
光学シートの表面を擦るのを防ぐことが可能であり、光学シートが偏光板の周縁と擦れて
傷付きが発生するのをなくし得る。
【００１１】
　また、本発明に係る液晶表示装置は、前記支持体は、前記光学シートの面方向への移動
を規制する規制部を有し、前記偏光板は、少なくとも前記規制部に対応する箇所に周縁を
配することが可能な表面積を有する構成とするのが好ましい。
　この発明にあっては、振動等により光学シートが面方向へ最大限移動することがあって
も、偏光板の周縁が光学シートの表面を擦るのを防ぐことができ、光学シートが偏光板の
周縁と擦れて傷付きが発生するのを防ぐことができる。
【００１２】
　また、本発明に係る液晶表示装置は、前記支持体は、前記光学シートの周縁部を支持す
るシート支持部と、該シート支持部の外縁から前記液晶パネル側へ偏倚し、該液晶パネル
の周縁部を支持するパネル支持部とを一体に成形してあり、前記偏光板は、前記パネル支
持部に周縁を配することが可能な表面積を有する構成とするのが好ましい。
　この発明にあっては、振動等により光学シートが面方向へ最大限移動することがあって
も、偏光板の周縁が光学シートの表面を擦るのを防ぐことができ、光学シートが偏光板の
周縁と擦れて傷付きが発生するのを防ぐことができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、搬送時の振動等により光学シートが面方向へ移動する際、該光学シー
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トが液晶パネル裏側の偏光板の周縁と擦れる部分をなくし得るので、偏光板の周縁が光学
シートの表面を擦るのを防ぐことが可能であり、光学シートが偏光板の周縁と擦れて傷付
きが発生するのをなくし得る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下本発明をその実施の形態を示す図面に基づいて詳述する。
　図１は本発明に係る液晶表示装置の構成を示す正面図、図２は分解斜視図、図３は一部
を省略した縦断側面図、図４は一部を省略した横断平面図、図５は一側部を切断した背面
側の斜視図である。
【００１５】
　この液晶表示装置はテレビ画像を表示する表示面１ａを前側に有する液晶パネル１と、
該液晶パネル１の周縁部を前後で挾持して保持する保持体２と、液晶パネル１の後側に配
されている光学シート３と、該光学シート３の後側に配され、比較的厚肉の拡散板３ａを
介して光学シート３の周縁部を支持する支持体４と、光学シート３の後側に配され、複数
のランプ５１を有する光源部５と、液晶パネル１の周縁部及び光源部５の後側を隠蔽する
キャビネット６と、光源部５の後面に取付けられているスタンド７とを備える液晶テレビ
ジョン、換言すれば液晶表示装置である。
【００１６】
　液晶パネル１は略直方体をなし、前後側に偏光板１ｂ，１ｃが貼着されている。この偏
光板１ｂ，１ｃは、ポリビニルアルコールフィルム等のフィルムからなる。後側の偏光板
１ｃは、フィルムの材質より硬質のコーティング剤が表面に塗布され、偏光板１ｃが傷付
き難いように構成されている。
【００１７】
　光学シート３は、光源部５が発光した光を拡散する反射偏光板、プリズムシート、拡散
シート等の比較的薄肉の合成樹脂シートを積層してなり、液晶パネル１に対応して略直方
形に形成されている。また、光学シート３を支持体４に支持する拡散板３ａも液晶パネル
１に対応して略直方形に形成されている。
【００１８】
　保持体２は、液晶パネル１の周縁部前側に配される前保持枠体２１と、液晶パネル１の
周縁部後側に配される後保持枠体２２とを備え、前保持枠体２１及び後保持枠体２２が液
晶パネル１の周縁部を前後で挾持している。
【００１９】
　前保持枠体２１は、液晶パネル１の周縁部前面に対向する矩形の環板部２１ａ及び環板
部２１ａの外縁から後方へ延出されている枠部２１ｂを有し、環板部２１ａの内縁側に、
液晶パネル１の周縁部を弾性的に受止める帯状の弾性体２３が貼着され、環板部２１ａの
外縁側に、前後方向へ貫通する大小の貫通孔２１ｃ，２１ｄが周方向へ離隔して複数設け
られている。
【００２０】
　後保持枠体２２は、液晶パネル１の周縁部後面を支持する矩形の環板部２２ａと、該環
板部２２ａの両側部内縁から後方へ延出され、光学シート３の面方向への移動を規制する
規制部２２ｂと、該規制部２２ｂの後縁から内方へ延出され、光学シート３の両側縁部を
支持するシート支持部２２ｃと、該シート支持部２２ｃの内縁から後方へ延出され、複数
のランプ５１の両端部を保持するランプ保持部２２ｄと、環板部２２ａの上下部外縁から
後方へ延出され、光学シート３の面方向への移動を規制する規制部２２ｅと、該規制部２
２ｅの後縁から外方へ延出された結合板部２２ｆと、該結合板部２２ｆの外縁から後方へ
延出された補強板部２２ｇとが一体に成形されており、環板部２２ａの外縁側に、小の貫
通孔２１ｃに対応する挿通孔２２ｈを有する結合部２２ｉが設けられている。また、結合
板部２２ｆに大の貫通孔２１ｄに対応する挿通孔２２ｊが開設されている。ランプ保持部
２２ｄは複数のランプ５１に対応する凹所を有し、凹所にランプ５１の両端部を挿通保持
してある。また、環板部２２ａの内縁側に、液晶パネル１の周縁部を弾性的に受止める帯
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状の弾性体２４が貼着されている。尚、環板部２２ａがパネル支持部を構成し、シート支
持部２２ｃ及び規制部２２ｂが支持体４の一部を構成している。
【００２１】
　光源部５は、複数本が上下に離隔して並置されている円筒形をなすランプ５１と、該ラ
ンプ５１を収容支持し、深皿形をなすケース体５２と、ケース体５２の上下部内側に取付
けられ、光学シート３の周縁部を拡散板３ａを介して支持するシート受体５３と、ケース
体５２の後壁内面に沿って配され、ランプ５１が発光した光をケース体５２の開放側へ反
射させる反射シート５４とを備える。尚、シート受体５３が支持体４の一部を構成してい
る。
【００２２】
　ランプ５１は両端部に電極を有する冷陰極管又は熱陰極管であり、両端部がランプ保持
部２２ｄに保持され、中間部がランプクリップによりケース体５２の後壁に保持されてい
る。
【００２３】
　ケース体５２は後壁の周縁に立上部を有する略直方体をなし、両側の立上部の複数の周
方向位置に、前後方向へ貫通する緊締孔５２ａを有する結合部５２ｂが一体に成形されて
いる。ケース体５２の上下の立上部には、縁部から外方へ延出された結合板部５２ｃと、
該結合板部５２ｃの縁から後方へ延出された補強板部５２ｄとが一体に成形されており、
結合板部５２ｃの複数の周方向位置に貫通孔５２ｅが開設されている。また、両側の立上
部の内側に後保持枠体２２のランプ保持部２２ｄが配置されている。
【００２４】
　シート受体５３は、前記後壁に固定される固定板部５３ａの外縁から前方へ立上がる立
上部５３ｂ及び該立上部５３ｂの前縁から外方へ延出され、光学シート３の上下縁部を支
持するシート支持部５３ｃが一体に成形されている。
【００２５】
　キャビネット６は、液晶パネル１の周縁部前側に配され、前保持枠体２１の環板部２１
ａを隠蔽する額縁部６１ａ、及び該額縁部６１ａの外縁から後方へ延出され、前保持枠体
２１より大形の角筒部６１ｂを有するキャビネット前分体６１と、ケース体５２の後側を
隠蔽する皿状板部６２ａ、及び該皿状板部６２ａの外縁から前方へ延出され、前保持枠体
２１より大形の角筒部６２ｂを有するキャビネット後分体６２とを備える。
【００２６】
　額縁部６１ａの外周側で複数の周方向位置には、貫通孔２１ｄ，５２ｅに対応する筒形
ボス６１ｃが一体に成形されている。また、皿状板部６２ａの外周側で複数の周方向位置
には、筒形ボス６１ｃに対応する筒形ボス６２ｃが一体に成形されており、一方の筒形ボ
ス６２ｃの孔へ挿通して他方の筒形ボス６１ｃの孔に雄螺子８が捩じ込まれることにより
、キャビネット前分体６１及びキャビネット後分体６２をケース体５２に結合してある。
【００２７】
　以上のように構成された液晶表示装置における液晶パネル１の後側の偏光板１ｃは、周
縁部を光学シート３の周縁より外側に配し、図３，図４に示すように後保持枠体２２の規
制部２２ｂ，２２ｅより外側に周縁が配される表面積に形成してある。尚、偏光板１ｃは
、規制部２２ｂ，２２ｅに対応する箇所に周縁を配する表面積に形成してもよい。
【００２８】
　以上のように構成された液晶表示装置の組立ては次の(1) ～(5) の工程で行う。
　(1) 作業台上に開放部を上向にして平置きされたケース体５２内に反射シート５４、ラ
ンプ５１が組込まれ、光源部５が形成される。この光源部５の上側に後保持枠体２２及び
シート受体５３が載置される。後保持枠体２２はランプ保持部２２ｄがケース体５２の両
側部内側に配される。
　(2) 後保持枠体２２及びシート受体５３のシート支持部２２ｃ，５３ｃに光学シート３
が載置され、該光学シート３の周縁部が拡散板３ａを介してシート支持部２２ｃ，５３ｃ
に支持される。この際、光学シート３の周縁と規制部２２ｂ，２２ｅとの間は離隔してお
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り、光学シート３の面方向への移動が可能になっている。
　(3) 後保持枠体２２の環板部２２ａに液晶パネル１が載置され、該液晶パネル１の周縁
部が支持される。この際、液晶パネル１は光学シート３と極僅少の隙間で対向し、光学シ
ート３の熱膨張による面方向への移動を許容している。また、液晶パネル１における後側
の偏光板１ｃの周縁部は環板部２２ａに配され、光学シート３が面方向へ移動したとして
も偏光板１ｃの周縁が光学シート３を擦らないようになしてある。
　(4) 液晶パネル１の上側に前保持枠体２１が載置され、雄螺子９を貫通孔２１ｃへ挿通
して緊締孔５２ａに捩じ込むことにより、前保持枠体２１、後保持枠体２２及びケース体
５２が一体に結合され、環板部２１ａ，２２ａの間で液晶パネル１の周縁部が挾持される
。
　(5) 一体に結合された液晶パネル１及び光源部５がスタンド７により起立され、液晶パ
ネル１の前側にキャビネット前分体６１が被嵌され、光源部５の後側にキャビネット後分
体６２が被嵌される。この際、キャビネット後分体６２の筒形ボス６２ｃとキャビネット
前分体６１の筒形ボス６１ｃとが対向し、筒形ボス６２ｃ内に雄螺子８を挿入し、該雄螺
子８を、貫通孔５２ｅ内を経て筒形ボス６１ｃの孔に緊締することにより、キャビネット
前分体６１、保持体２、ケース体５２及びキャビネット後分体６２が一体に結合される。
【００２９】
　以上のように液晶パネル１と光学シート３とは極僅少の隙間で対向しているため、液晶
表示装置の前後厚さを薄くすることができる。光学シート３は規制部２２ｂ，２２ｅとの
間で面方向への移動が可能になっているため、ランプ点灯時の温度上昇等により光学シー
ト３が熱膨張したとき、該光学シート３は、周縁が規制部２２ｂ，２２ｅに当接する間で
面方向へ移動し、熱膨張を吸収することができ、光学シート３にシワ、シミが発生するの
を防ぐことができる。
【００３０】
　また、搬送時等、ランプ５１の非点灯時には雰囲気温度の上昇が殆どなく、光学シート
３は熱膨張していないため、搬送時等の振動により光学シート３は液晶パネル１及び後保
持枠体２２に対して、該光学シート３の周縁が規制部２２ｂ，２２ｅに当接する間で面方
向へ移動することがある。しかし、光学シート３と対向する液晶パネル１の後側の偏光板
１ｃは、周縁部が規制部２２ｂ，２２ｅより外側に配されているため、光学シート３が偏
光板１ｃの周縁と擦れることがなく、偏光板１ｃの周縁により光学シート３に傷が発生す
ることはない。
【００３１】
　尚、以上説明した実施の形態では、偏光板１ｃの周縁部を、光学シート３の移動を規制
する規制部２２ｂ，２２ｅより外側に配したが、その他、偏光板１ｃは、周縁が光学シー
ト３の周縁より外側に配置される表面積であればよい。この場合においても光学シート３
が偏光板１ｃの周縁と擦れる部分を低減でき、偏光板１ｃの周縁により光学シート３に傷
が発生するのを低減できる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明に係る液晶表示装置の構成を示す正面図である。
【図２】本発明に係る液晶表示装置の構成を示す分解斜視図である。
【図３】本発明に係る液晶表示装置の構成を示す一部を省略した縦断側面図である。
【図４】本発明に係る液晶表示装置の構成を示す一部を省略した横断平面図である。
【図５】本発明に係る液晶表示装置の構成を示す一側部を切断した背面側の斜視図である
。
【符号の説明】
【００３３】
　１　　液晶パネル
　１ａ　表示面
　１ｃ　偏光板
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　３　　光学シート
　４　　支持体
　２２ｂ　規制部
　２２ｅ　規制部
　２２ｃ　シート支持部
　５３ｃ　シート支持部
　２１ａ，２２ａ　環板部（パネル支持部）

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
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在与至少限制部分22b对应的部分上布置偏振板的周边的表面区域。由
此，可以防止偏振片1c的周边摩擦光学片3的表面
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